
木材保存　Vol.44－4（2018）

224―　 　―

業　績　概　要

　近年，深刻化する環境問題解決に向け，土木分野においても環境負荷の少ない持続可能な社会づくりが
求められており，木材を多く使用する軟弱地盤対策としての活用が，防災と地球温暖化緩和策の両面から
期待されています。更なる利用拡大には地中に設置された木材の長期耐久性検証が必要ですが，木材の長
期耐久性を施工箇所の地盤工学的知見に基づき評価した研究例は多くはありません。
　本研究は，施工後長期間経過した水制工や乱杭工に利用された木材の長期耐久性を現地調査や室内試験
から評価し，設置期間，施工環境，水位変動，樹種などが生物劣化に及ぼす影響をまとめたものです。一
連の調査結果から，施工箇所の水位やその変動が木材の長期耐久性に大きく影響し，特に一日の水位変動
が激しく透水性の高い地盤内は，地中内の木材も腐朽と虫害の両方の被害が発生する環境下であることを
明らかにしました。一方，水位変動域であっても土質の毛管現象によって地盤が高含水率状態を保持でき
る地盤条件では，長期間，常時水面下と等価な環境条件となったことから，生物劣化は確認されず健全性
が担保されることが分かりました。

今後の取り組み

　本研究成果は，木材を軟弱地盤対策などに活用する際，打設深度は地際部からの地下水位のみならず土
質の毛管現象の深度によって検討するのが妥当であることを定量的に示したものです。木材の健全性と地
盤工学的な知見を関係づけた研究例であり，今後は設計，施工の合理化に貢献していきたいと考えており
ます。
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